笛
峠三吉


静かなる笛の音は　して
松 (まつ)ヶ (が)枝 (え)の月も青し
命の泉掬 (く)みて　吹 (ふ)く人の心ぞれ

遠き野に　影 (かげ)　翔 (かげ)りけむ
遠山に　光り濡 (ぬ)れけむ
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耳凝 (こ)らす　ありなしものの
背に迫 (せま)りては
月の冴 (さ)え　笛に入りては

谺 (こだま)呼ぶ　笛の音は　更 (ふ)けまさり
松 (まつ)ヶ (が)枝 (え)に　寄する雲もなく
極 (き)はまりゆく　命ちの音　哀 (あわ)れ

